
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－京都大学大学院医学研究科 山根寛教授 退官記念研修会－ 

OT 界のレジェンド山根寛教授の退官記念につき「やってやるか」と気合入ってます。 

 

日時 

2015 年 

 2月7日（土）  

会場 キャンパスプラザ京都    

会費 
学生 3,000 円   京都府士会員 4,000 円 

他府県士会員 5,000 円  非会員 6,000 円 

（当日参加申し込み等の事前登録日後は＋1,000 円） 

懇親会 5000 円 

申し込み方法 

振込先 

1．ウェブサイトの申し込みフォームに必要事項をご記入後、お送りください。 

2．会費を「振込先」にお振り込みください。 

3．入金確認ができましたら、参加登録完了のお知らせをメールでお送りします。 

※申し込みフォーム送付、お振り込み後 2 週間経過しても参加登録完了の 

お知らせが届かない場合は「問い合わせ先」までご連絡ください。 

 

対象：守秘義務をもつ保健・医療・福祉の専門職種、その領域に従事している職員 

備考：他専門職種は「非会員」、「学生」は作業療法士免許を持っている者を除外 

＊日本作業療法士協会生涯教育ポイント対象研修会 

＊懇親会に参加し、早期事前登録し、期日までに振り込みを完了すると 1,000 円き 

＜郵便振替＞  

記号:14400 番号:13354301 

＜他銀行から＞ ゆうちょ銀行  

店名:四四八 店番:448  

普通 1335430 コジマ リョウ 

締切 ＜参加申し込みと会費振込みの期限＞ 

主催:京都精神科分野勉強会実行委員会 後援:京都府作業療法士会、京都大学大学院医学研究科脳機能リハビリテーション学 

 

 

研修会 10:00～17:30 

懇親会 18:00～20:00 

京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町 939 

早期事前登録 2014/11/20（木） 

事前登録  2015/  1/20（火） 

＊2014/７/１より受付開始 

 

 

プログラム 
 

10：00 開 会                                          （9：30 受付開始） 

10：10 シンポジウム  作業療法士がやること目指すこと  

～OT 室、デイケア、就労移行、ACT、それぞれの現場から～ 

13：30 講 演 会  共生（ともいき）という支援  

～「病いや障害があっても町で暮らす」活動を通して～ 

15：30 検 討 会  症例発表を通したプログラムとシステムの再構築 

17：30 閉 会                                               （18：00 懇親会） 

 

 

ウェブサイトＵＲＬ： https://sites.google.com/site/kyotootmental/ 

＊詳細はウェブサイトにてお知らせ 



   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

キャンパスプラザ京都    Tel:075-353-9111 

JR､近鉄､地下鉄烏丸線「京都駅」下車徒歩 5 分 

ビックカメラ前、JR 京都駅ビル駐車場西側 

駐車場（30 分 300 円）および自転車・原動機付き自転車(50cc

以下に限る）の駐輪場がありますが、いずれも台数に限りがあり

ますので、お越しの際には、公共交通機関をご利用ください。 

 

作業所・書籍紹介コーナー 

ぜひ、お立ち寄りください。 

問い合わせ先 

京都精神科分野勉強会実行委員会事務局 

Mail: kyoto.ot.mental@gmail.com  

Tel: 075-751-3968 

講 演 会 

検 討 会 

13:30-14:30 

15:30-17:30 

『 共生（ともいき）という支援 』 

～「病いや障害があっても町で暮らす」活動を通して～ 

「ひとが補助具に」「リハビリテーションは生活」「こころの車いす」などを提唱し 

精神認知機能に障害がある人たちの社会参加や地域生活支援を実践してこられました。

その 40 数年の試行の道と「確からしさ」として気づいたことを語っていただきます。 

＊このプログラムは限定公開講演会です。 

講師：山根寛（京都大学）    司会：苅山和生（佛教大学） 

 

 

自分の現場でどんな人を対象に、どんな目的をもって、どんなことをしているのか、また、その臨床を支え

ている信念、配慮およびエッセンス等を語っていただきます。その上で、座長の山根先生とともに、私たち

作業療法士はこれからどこ（の現場）で何をしていくのかを議論し、作業療法の展望を考えます。 

座長：山根寛（京都大学）    司会：岩根達郎（京都府立洛南病院） 

シンポジスト：児嶋亮（醍醐病院）、岩根達郎（京都府立洛南病院） 

若狭和樹（宇治おうばく病院（旧所属：栄仁会ワークネットきょうと）） 

山田千恵子（ACT-K、ねこのて訪問看護ステーション） 

 

 

『 作業療法士がやること、目指すこと 』 

～OT 室、デイケア、就労移行、ACT、それぞれの現場から～ 

 

シンポジウム 
10:10-11:40 

『 症例を通したプログラム検討 』 

 症例発表を通して、施設の経営方針や特性を鑑みながらプログラムとシステムの再構築を検討します。 

SV：山根寛（京都大学） 進行：安井智紀（長岡病院）  症例提供：調整中 

 

 

18:00-20:00 

 

 

プログラムを通して、支援のあり方について考えます。また、先生が切り

開いてきた作業療法の道を受け継ぎ、より発展させる心意気を確認します。

一緒に「それぞれの領域で継往開来 ＊」をしませんか。 

＊「先人の事業を受け継ぎ未来を切り開く」の意、出典は朱熹『朱子全書・道統一・周子書』との説  

懇 親 会 

 
互いを更に知り親交を深めましょう。 

早期事前登録・振り込みならば、割引あり。 

会場の都合にて、参加人数に限りがあります。

ご希望の方はお早めに。詳しい情報は、ウェブ

サイトをご確認ください。 

 

会場案内 

mailto:kyoto.ot.mental@gmail.com

